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＜記載要領＞

　講じた措置の内容が完了した場合は完了した時期を、完了していない場合は完了予定の時期を記入してください。（記載例：令和○○年○月）

項　目 確認した事実 根拠・理由等 指摘事項の内容 講じた措置 完了（予定）時期

見積書を請書に代える場合の業者の
記名押印がないものがあった。

(「田川市実践型栽培施設水中ポンプ
修繕」、「ジビエ(狩猟肉)食品加工施設
プレハブ冷蔵庫及び冷凍庫保守点検
業務委託」、「田川市実践型栽培施設
養液栽培用培地購入」及び「木製品等
展示事業に係る諸資材購入」の計４件)

田川市契約事務規則（昭和39年規則
第4号。以下「契約事務規則」という。）
第３２条第２項ただし書「ただし、随意
契約の場合は、その設計書、見積書等
に契約金額、契約不適合責任の期間、
履行期限及び契約年月日を記入し、記
名押印してこれを請書に代えることが
できる。」

見積書を請書に代える場
合は、同見積書に必要事
項を記入するとともに、契
約締結業者の記名押印が
必要である。

契約事務の際に見積書を請書とせ
ず、請書の作成を行うこととする。

契約事務の際に見積書を請書と代
える場合は、同見積書に必要事項
を記入するとともに、契約業者締結
業者に記名押印をもって請書に代
えることとする。

令和6年3月

契約書必要記載事項である『契約不適
合責任』を『かし担保期間』と記載して
いるものがあった。

(「台風１１号及び台風１４号災害による
田川市実践型栽培施設復旧工事」１
件)

契約事務規則第３０条第１項「契約を
締結する場合は、次に掲げる事項を記
載した契約書及び契約に必要な書類を
作成し、…⑽契約不適合責任…」

令和２年の民法改正及び
契約事務規則の改正を反
映した文言で契約書の作
成を行う必要がある。

契約事務の際に法令及び規則に
沿った契約書を作成する。

令和6年3月

備品の管理

(抽出・10/92
(H15以降登録
分))

備品の登録漏れのほか、登録をしてい
るものの、現物が確認できないものが
あった（廃棄の申請漏れ）。また、備品
登録上の所属と異なる課、係等で使用
されているものがあった。

(登録漏れ：R3購入「ロッカー」２件)
(廃棄漏れ：H16購入「プリンター」１件
(備品番号33750))
(登録誤り：H16購入「キャビネット
(W388：D620：H740)」２件(備品番号
4650、4697)及びS43購入「キャビネット
(W348：D620：H740)」１件(備品番号
4666)」の計３件）

田川市財務規則(平成13年規則第14
号。以下「財務規則」という。)第４０条
「市長は、その管理する備品について、
次の各号のいずれかに掲げる異動が
生じた場合は、備品異動申請書により
会計管理者に通知しなければならな
い。…」、第４１条第１項「物品管理者
は、備品一覧及び異動備品一覧表を
備えて備品の管理状況を明らかにしな
ければならない。」、第５８条第１項第３
号及び同条第２項

管理する備品の購入や異
動があった場合は、備品異
動申請書（電子情報）によ
り会計管理者に通知（送
信）する必要がある。

備品の登録、廃棄、異動について
は、規定に沿った事務処理を担当
者及び係内職員が情報共有し、適
切に処理を行う。
指摘事項分は登録修正済

令和6年3月

行政財産使用
許可

(全件・4)

行政財産使用許可書を交付するに当
たり、『遅延損害金』の項目が未記載の
ものがあった。

(猪国772番1の一部)

財務規則第３１条第２項「市長は、前項
の許可申請が前条に適合する場合に
は、次に掲げる条件を付し、行政財産
使用許可書を交付するものとする。…
⑽遅延損害金」

行政財産使用許可書に
『遅延損害金』の項目を記
載する必要がある。

使用許可の事務の際に財務規則
に沿った許可書を作成する。。

令和6年3月

契約書

(抽出・10/21)
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項　目 確認した事実 根拠・理由等 指摘事項の内容 講じた措置 完了（予定）時期区分

行政財産使用
許可

(全件・4)

行政財産に係る目的外使用の許可に
当たり、財産活用課長への合議がなさ
れていないものがあった。

(奈良312番9)

田川市事務決裁規程（昭和37年訓令
第2号）第４条別表第２共通決裁事項
（財務に関する事項）１０行政財産の管
理に関すること「行政財産の目的外使
用に関し、１月以上の場合、財産活用
課長への合議が必要」

行政財産の目的外使用の
許可において、１月を超え
る場合、財産活用課長へ
の合議が必要である。

事務決裁規程に基づく適正な事務
処理を行うとともに、チェック体制の
強化に努める。
令和5年度より改善済。 令和5年4月

前金払に伴う報
告

(全件・8)

前金払を受けた者が行う会計管理者
へのてん末の報告がなされていないも
のがあった。

(「ジビエ(狩猟肉)食品加工施設 プレハ
ブ冷蔵庫及び冷凍庫保守点検業務委
託」１件)

田川市会計事務規則（平成13年規則
第15号）第３７条第２項「前金払を受け
た者が、債務を履行したときは、そのて
ん末を書類により速やかに市長を経て
会計管理者に報告しなければならな
い。ただし、…。」

前金払を行ったときは、業
務完了後、会計管理者に
対し報告を行う必要があ
る。

完了報告の際に会計管理者に対し
ても報告を行う。

令和6年3月

履行状況

(全件・8)

契約書で定められている履行期限後
に、成果物が納品されているものが
あった。

(「令和４年度荒廃森林整備事業（特定
調査）業務委託」１件)

契約において定めた履行期限：令和５
年３月１７日
成果物の納品日：令和５年３月２７日

契約において定めた履行
期限内に成果物を納品し
てもらう必要がある。

契約において定めた履行期限内に
成果物を納品する。

令和6年3月
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規則、要綱等に
よる手続

(抽出・10/21)

要綱で定められている補助金遂行状
況報告書が期日までに報告されていな
いものがあった。

(「田川市経営所得安定対策等推進事
業費補助金(田川市地域水田農業推進
協議会)」１件)

田川市経営所得安定対策等推進事業
費補助金交付要綱第８条第１項「地域
協議会の長は、補助金の交付決定に
係る年度の９月３０日現在における事
業の遂行状況について、田川市経営
所得安定対策等推進事業費補助金遂
行状況報告書を作成し、当該年度の１
０月１０日までに市長に提出しなければ
ならない。…」

定められた期日までに補
助金遂行状況報告書を受
ける必要がある。

交付要綱に基づく適正な事務処理
を行うとともに、チェック体制の強化
に努める。
令和5年度より改善済。

令和5年4月

※１　「項目」欄の( )内は、確認方法(全件又は抽出)及び件数(全件件数又は抽出件数/全件件数)を記載

※２　「確認した事実」欄の( )内は、具体的内容、件数等を記載
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